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平成２８年 ６月 ８日
東 北 地 方 整 備 局
仙台河川国道事務所

三陸沿岸道路（本吉気仙沼道路（Ⅱ期））の
も と よ し け せ ん ぬ ま

開通見通しについて

三陸沿岸道路は、仙台市と八戸市を結ぶ約359kmの復興道路で、東日本大震災
からの復興に向けたリーディングプロジェクトとして整備を進めています。

平成23年度に事業着手した、本吉気仙沼道路（Ⅱ期）（仮称）本吉IC～

（仮称）大谷ICの区間4.0kmを、平成30年度までに開通する見通しです。
お お や

～三陸沿岸道路の開通により期待される効果～

■輸送効率化と地域産業の復興加速化を支援します。

■安定した救命救急活動を支援します。

◎今回の公表により三陸沿岸道路（宮城県内）約126kmのうち、約111ｋｍ
（約9割）の開通見通しが確定したことになります。

＜記者発表先：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、石巻記者クラブ、気仙沼記者クラブ＞

問い合わせ

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 TEL:022-248-4131(代)

副 所 長 折笠 徹 （内線205）
おり かさ とおる



三陸沿岸道路の開通見通しについて
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輸送効率化と地域産業の復興加速化を支援する三陸沿岸道路

○東日本大震災により壊滅的な被害を受けた水産加工業の生産高は、震災以前の約６割の水

準まで回復

○三陸沿岸道路の整備により、水産加工品輸送の効率化が図られ、水産加工業の復興加速

化を支援

■気仙沼港から仙台中央卸売市場への経路変化

東北道経由
149分

三陸道経由
1０９分

約４０分短縮

○新たに整備した⽔産加⼯団地
＜⿅折地区＞
⽴地予定企業 ２１社
整備⾯積 約１０．８ｈａ
稼働済 １５社
⇒平成28.3⽉までに造成完了

＜南気仙沼地区＞
⽴地予定企業 ５６社
整備⾯積 約１８．４ｈａ
稼働済 ２８社
⇒平成28.3⽉までに造成完了

＜⾚岩港地区＞
⽴地予定企業 １２社
整備⾯積 約１２．０ｈａ
稼働済 ０社
⇒平成28.7⽉末造成完了予定

新たな公表
（仮）本吉ＩＣ

～（仮）大谷ＩＣ
Ｈ３０開通予定
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454百トン

▼気仙沼市 ⽔産加⼯品出荷⽅向

資料：気仙沼市統計書

▼気仙沼市 ⽔産加⼯⽣産⾼
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震災前の約６割
市内３箇所に
水産加工団地を整備

仙台市

関東地区 他へ

資料：気仙沼市統計書



輸送効率化と地域産業の復興加速化を支援する三陸沿岸道路

○カツオ水揚量が１８年連続日本一である気仙沼港では、水揚漁獲高が震災以前の約８割の

水準まで回復

○築地市場の生鮮カツオの取扱実績は、宮城県産が約３割を占める

○三陸沿岸道路の整備により、水産物輸送の効率化が図られ、水産業の復興加速化を支援

東京市場

6時間52分

6時間14分

現状

一関市

⾸都圏への搬送時間
が約40分短縮！

開通後

気仙沼市

■気仙沼港～東京市場間の経路変化

▲ カツオの⽔揚の様⼦
資料：気仙沼市 資料：東京中央卸売市場ＨＰ

資料：産地⽔産物流通統計
資料：宮城県⽔産物⽔揚統計

＜気仙沼漁協の声＞
・三陸沿岸道路の整備が、
水産業の復興、発展に寄与
すると期待しています。



安定した救命救急活動を支援する三陸沿岸道路

○気仙沼市から第三次救急医療施設への搬送は、約７割が石巻赤十字病院及び東北大学病

院、約２割が大船渡病院となっている

○三陸沿岸道路の整備により搬送時間が約２１～３１分短縮されるとともに、信頼性が高く、安

定した救命救急活動を支援

⼤船渡市 県⽴⼤船渡病院

⽯巻⾚⼗字病院

南三陸町

気仙沼市

⽯巻市

登⽶市

陸前⾼⽥市

釜⽯市

気仙沼市本吉地区・
南三陸町歌津地区
では三次医療機関まで
60分以上を要する

本吉総合⽀所

三
陸
沿
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▼ 気仙沼市から三次救急医療施設への救急搬送割合
（H25年）

搬送件数
48件
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国道45号経由 三陸道経由
（全線開通）

国道45号経由 三陸道経由
（全線開通）

本吉地区〜⽯巻⾚⼗字病院 本吉地区〜⼤船渡病院

約21分短縮 約31分短縮

▼ 本吉地区から三次救急医療施設への所要時間

資料：H22道路交通センサス

・約２割搬送
・約３１分短縮
（約６５分→約３４分）

・約７割搬送
・約２１分短縮
（約７３分→約５１分）

＜消防本部の声＞

・国道４５号は急カーブ等の線形
不良区間が多く、患者への負担
が課題。

・道路の整備により、救命率向上
や患者への負担軽減に期待。

約７割が三沿道を南進

約２割が三沿道を北進
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